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お知らせ

●
日
　
時　

10
月
７
日(

金)

　

一
席
目　

午
後
６
時
30
分
〜

　

二
席
目　

午
後
７
時
30
分
〜

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘　

シ
ャ
ト
ー

　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

「
月
見
茶
会
」

　

立
礼
茶
席
で
、
椅
子
に
座
っ
て
気
軽
に

　

楽
し
め
ま
す
。

●
定
　
員　

各
回
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

９
月
30
日(

金)

ま
で
に
ふ

　

れ
あ
い
の
丘
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

※
10
月
９
日(

日)

が
十
三
夜
の
た
め
、
芝

　

生
広
場
に
望
遠
鏡
を
設
置
し
ま
す
。
空

　

き
時
間
な
ど
に
月
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

(

無
料)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　
　

(

２
８)

３
１
３
１

●
日
　
時　

10
月
10
日(

月
・
体
育
の
日)

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
場
　
所　

　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
出
演
者　

　

大
田
原
ふ
る
さ
と
民
話
の
会
会
員

●
演
　
目

〈
地
元
の
民
話
〉

・
妙
徳
寺
の
観
音
堂　
　

磯　

由
美
子

・
萱
野
の
玉
藻
姫　
　
　

小
磯　

仲
子

・
雷
神
山
の
大
杉　
　
　

高
木　

一
枝

〈
日
本
の
民
話
〉

・
源
太
ち
ょ
う
ち
ん　
　

高
野　

清
子

・
一
粒
は
千
粒　
　
　
　

清
水　

久
江

・
母
の
目
玉　
　
　
　
　

片
山
恵
美
子

・
お
り
ゅ
う
と
柳　
　
　

西
崎　

黎
子

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０

●
日
　
時　

11
月
７
日(

月)

・
９
日(

水)
　

11
日(

金)

・
14
日(

月)

・
17
日(

木)

　

18
日(
金)

・
21
日(

月)

・
24
日(

木)

　

25
日(
金)
・
28
日(

月) 　

全
10
回

　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
　
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー　

農
事
研
修
室

●
内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
を
学

　

ぶ(

初
心
者
向
け)

●
対
象
者
　
満
15
歳
以
上
で
、
市
内
に
在

　

住
ま
た
は
通
勤
の
方(

学
生
除
く)

●
定
　
員　

20
名

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費

　

(

２
５
０
０
円
程
度)

は
自
己
負
担
。

●
申
込
期
間

　

10
月
３
日(

月)

〜
７
日(

金)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
申
込
方
法　

　

募
集
期
間
内
に
湯
津
上
地
区
公
民
館
に

　

あ
る
申
込
書
で
直
接
窓
口
に
申
し
込
み
。

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

※
申
込
者
数
が
募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場

　

合
は
公
開
抽
選(

10
月
14
日(

金)

午
前

　

９
時
か
ら
湯
津
上
地
区
公
民
館
で
行
い
、

　

そ
の
結
果
は
申
込
者
全
員
に
通
知)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　

(

９
８)

３
４
２
５

　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
高
校
中
退
者
な
ら
び
に
高
校
未

就
学
者
の
高
校
卒
業
資
格
取
得
を
支
援
す

る
高
校
卒
業
資
格
取
得
支
援
教
室
を
実
施

し
ま
す
。

●
日
　
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日(

祝

　

日
を
除
く)

午
後
１
時
〜
４
時
※
随
時
受
付

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

那
須
塩
原
市
一
区
町

　

１
０
５
‐
８
９)

●
対
象
者

　

高
校
中
退
者
並
び
に
高
校
未
就
学
者

●
研
修
内
容　

県
立
宇
都
宮
高
等
学
校
通

　

信
制
課
程
へ
の
入
学
・
卒
業
を
サ
ポ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
内)
　
　
　

(

４
７)

５
２
０
０

　
　

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、

本
県
の
牛
肉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
本
県
産
の
牛
肉
が
出
荷
停
止

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け

て
い
る
畜
産
農
家
な
ど
で
、
農
業
近
代
化
資

金
・
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
な
ど
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
据
置
期
間
の
延
長
、

償
還
期
間
の
延
長
な
ど
の
猶
予
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
取
扱
い
金
融
機
関(

Ｊ
Ａ

な
ど)

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　

(

２
３)

８
２
９
２

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税
の
脱
税

を
目
的
に
軽
油
代
替
燃
料
と
し
て
灯
油
や

重
油
を
混
和
す
る
な
ど
し
て
使
用
す
る
も
の

で
す
。

　

知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自
動
車
の
燃

料
と
し
て
灯
油
や
重
油
な
ど
を
使
用
す
る

と
、
罰
則
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
わ
る
者
は
す
べ
て
罰
則

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
不
正
軽
油
に
関
す

る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は

　

「
不
正
軽
油
１
１
０
番
」

　
　

０
２
８(

６
２
６)

３
１
７
８　

ま
で

　

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
県
税
事
務
所　

軽
油
引
取
税
調
査
班

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０
‐
２

　
　
　

０
２
８
‐
６
２
６
‐
３
１
７
８

ふ
れ
あ
い
の
丘「
月
見
茶
会
」

ふ
る
さ
と
の
民
話
を
聞
く
会

市
民
学
校「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

受
講
生
募
集

高
校
卒
業
資
格
取
得
支
援
教
室

「
あ
す
く
る
」

畜
産
農
家
の
み
な
さ
ま
へ

農
業
近
代
化
資
金
な
ど
の

支
払
い
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す

毎
年     

月
は
全
国
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
で
す

10

み
ょ
う
と
く
じ

か
や
の

た
ま
も
ひ
め

ら
い
じ
ん
さ
ん


